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一
般
質
問

防
災
士
の
役
割
と

　
　
　今
後
の
育
成
は

大
場
洋
介
議
員

　集
中
豪

雨
等
に
よ
る
災
害
や
緊
急

な
避
難
へ
の
対
応
に
は
、

日
頃
の
防
災
活
動
や
防
災

訓
練
な
ど
の
強
化
へ
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
る
。
防

災
に
対
す
る
意
識
は
高
ま

っ
て
い
る
も
の
の
、
行
政

区
が
地
域
防
災
組
織
を
完

全
に
運
営
す
る
の
は
難
し

い
と
と
ら
え
る
。
２
年
前

に
金
山
町
で
も
発
生
し
た

集
中
豪
雨
で
の
被
害
を
目

の
当
た
り
に
し
、
防
災
士

の
関
わ
り
と
今
後
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
育
成
の

展
開
を
伺
う
。

町
民
税
務
課
長

　知
識
・

意
識
・
技
術
を
有
す
る
人

材
を
活
用
し
て
防
災
・
減

災
を
高
め
る
目
的
と
し
て
、

平
常
時
に
は
自
主
防
災
組

織
に
お
け
る
訓
練
の
企
画

や
指
導
、
地
域
住
民
へ
の

知
識
の
普
及
活
動
。
災
害

発
生
時
に
は
、
公
的
支
援

が
来
る
ま
で
の
応
急
対
応

活
動
を
す
る
。
各
地
域
の

自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め
、

町
民
の
防
災
に
対
す
る
意

識
に
寄
与
す
る
活
動
に
従

事
し
て
頂
く
と
共
に
通
年

２
名
程
の
防
災
士
資
格
希

望
者
を
募
集
し
、
広
報
で

活
動
を
周
知
す
る
。

大
場
議
員

　町
の
国
家
資

格
及
び
国
家
検
定
の
資
格

取
得
助
成
金
を
更
に
強
化

し
、
周
知
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

町
民
税
務
課
長

　受
講
希

望
者
の
負
担
が
生
じ
な
い

よ
う
に
、
資
格
取
得
制
度

と
は
別
に
防
災
士
に
向
け

た
予
算
計
上
を
し
て
い
る
。

大
場
議
員

　コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
の
避
難
所
設
置
対
応

は
。

町
民
税
務
課
長

　受
付
時

の
検
温
・
手
指
消
毒
・
住

所
な
ど
の
記
名
を
行
い
、

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
や
間
仕

切
り
な
ど
の
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
の
活
用
に
よ
る
区
画

の
実
施
、
避
難
者
ご
と
の

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
空
間
確

保
す
る
。

大
場
議
員

　障
が
い
者
・

高
齢
者
・
妊
産
婦
・
乳
幼

児
な
ど
、
避
難
行
動
要
支

援
者
名
簿
に
よ
っ
て
対
象

者
が
一
定
程
度
把
握
さ
れ

て
い
る
が
全
て
で
は
な
い
。

地
震
や
水
害
な
ど
の
災
害

時
の
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
犠

牲
者
を
出
さ
な
い
た
め
に

も
、
避
難
が
困
難
な
方
へ

の
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み

を
ど
う
考
え
る
か
。

町
民
税
務
課
長

　要
支
援

者
台
帳
を
作
成
後
、
関
係

者
と
情
報
共
有
し
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
近
隣

住
民
に
よ
る
安
全
確
保
の

支
援
を
頂
き
な
が
ら
二
次

災
害
を
避
け
補
助
に
あ
た

る
。

大
場
議
員

　障
が
い
の
種

別
に
応
じ
て
避
難
経
路
が

記
載
さ
れ
た
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
の
必
要
性
は
。

町
民
税
務
課
長

　福
祉
職

と
連
携
し
、
個
々
の
避
難

方
法
を
決
め
て
お
く
個
別

計
画
の
作
成
の
検
討
も
考

え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　

大
場
議
員

　災
害
発
生
時

の
避
難
所
運
営
に
お
い
て

も
女
性
の
視
点
が
生
か
さ

れ
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
、

対
策
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
が
今
後
の
見
解
は
。

町
民
税
務
課
長

　防
災
基

本
計
画
や
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
、
避
難
所
運
営

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
進
め
る

上
で
、
子
供
や
高
齢
者
へ

の
配
慮
に
関
し
て
は
、
女

性
特
有
の
き
め
細
や
か
な

対
応
が
必
要
と
な
る
。
婦

人
防
火
協
力
班
や
婦
人
会

役
員
に
周
知
を
図
り
た
い

と
考
え
る
。

災
害
廃
棄
物
の
一
時

集
積
場
所
の
確
保
策
は

大
場
議
員

　７
月
の
豪
雨

に
て
最
上
川
の
氾
濫
に
お

い
て
家
屋
の
浸
水
に
よ
る

家
具
等
の
災
害
廃
棄
物
が

山
積
み
に
さ
れ
て
い
る
光

景
を
目
の
当
た
り
に
し
、

い
つ
何
時
、
甚
大
な
自
然

災
害
が
発
生
す
る
か
想
定

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
災

害
廃
棄
物
に
つ
い
て
円
滑

か
つ
迅
速
な
処
理
体
制
を

あ
ら
か
じ
め
構
築
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

思
う
が
計
画
は
。

町
長

　利
用
し
や
す
く
長

期
に
亘
り
生
活
環
境
保
全

上
、
支
障
が
な
く
適
切
な

管
理
が
可
能
で
あ
り
、
且

つ
廃
棄
物
処
理
の
際
に
搬

出
し
や
す
い
条
件
に
適
し

た
場
所
を
、
最
上
管
内
８

市
町
村
の
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
の
素
案
を
基
に
廃

棄
物
の
発
生
量
に
応
じ
て

集
積
場
所
を
選
定
し
、
今

年
度
中
に
策
定
で
き
る
よ

う
に
進
め
た
い
。

大
場
議
員

　モ
デ
ル
事
業

の
事
項
と
し
て
、
具
体
的

な
候
補
地
は
。

町
長

　防
災
計
画
の
整
合

性
を
図
り
選
定
地
区
の
協

議
会
を
行
い
な
が
ら
、
慎

重
に
選
定
し
た
い
。

大
場
議
員

　３
Ｒ
の
推
進

に
つ
い
て
現
状
と
課
題
は
。

リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）、

リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
す
る
）、

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
し
て

再
利
用
す
る
）
廃
棄
物
の

３
Ｒ
を
推
進
し
、
関
連
産

業
の
振
興
を
図
る
と
共
に

適
正
処
理
を
実
施
し
、
緑

あ
ふ
れ
る
自
然
を
将
来
の

世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
の
努
力
が
更
に
必
要

と
さ
れ
る
が
。

環
境
整
備
課
長

　ゴ
ミ
総

排
出
量
は
減
少
傾
向
で
あ

る
が
、
人
口
減
少
の
割
合

が
大
き
い
た
め
１
人
一
日

当
た
り
の
排
出
量
は
微
増

傾
向
で
あ
る
。
３
Ｒ
に
加

え
て
、
リ
フ
ュ
ー
ズ
（
拒

否
）
リ
ペ
ア
（
修
理
）
を
意

識
し
、
全
町
美
化
運
動
を

軸
に
５
Ｒ
の
推
進
と
ゴ
ミ

の
分
別
ル
ー
ル
の
徹
底
に

つ
い
て
啓
発
を
行
い
な
が

ら
、
よ
り
一
層
の
ゴ
ミ
の

減
量
化
を
目
指
す
。

9月定例会の初日（9/4）に次の事項について一般質問が行われました。（通告順）

一
般
質
問

災害廃棄物の一時集積場所
　　 　　　の確保や整備は
回答 基本計画を今年度内に策定する

町政を質す
ただ

◆ 大場　洋介　議員 ‥‥‥ P11
　　① 地域防災組織強化について
　　② 環境衛生について

◆ 須藤　典夫　議員 ‥‥‥ P12
　　① 先送りになっている「中央公民館建設」
　　　「定住促進住宅整備事業」はどうするか

◆ 中村　忠行　議員 ‥‥‥ P13
　　① 美しい景観の保全策は

◆ 沼澤　道也　議員 ‥‥‥ P14
　　① 地域福祉計画の充実・推進について
　　② 農地基盤整備事業への取り組みについて

一般質問とは
　年４回の定例会で行う。議員が町の行政全般
について、事業執行の状況や将来の方針等につ
いて所信を質し、あるいは、報告や説明を求め
るなどの政策論議の場である。
　町議会では、質問要旨を事前に通告すること
とし、６０分という限られた時間内で、大所高
所からの建設的で簡明な質問が求められている。

大 場 洋 介 議員

防災訓練（西郷地区）


